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○インターンシップの内容      

電話対応、お客様対応、イベントの企画/プロモート/参加、姉妹都市との会議 

 

○インターンシップで得たこと 

アメリカで仕事することへの自信を得た。学校に行っているだけでは絶対できないよう

な、電話対応や、メールの出し方、マナーなどアメリカでの本物のビジネスというものに

触れることができた。学校では学ぶことばかりのインプットだったが、アウトプットする

いい機会になった。 

 

○これからの自分にどう活かされていくか 

このインターンシップの経験を活かし、日本だけでなく海外でも働ける人間になりたいと

思う。メールの出し方も最初はわからずに指摘されたこともあったが、多くのことを学ぶ

ことができた。それが自信につながったので、今後はこの経験を同じような志をもった人

に広げていきたい。 

 

○ 後輩たちに引き継いでいきたいこと、メッセージ    

自分の経験から２つの伝えたいことがある。１つ目が、留学生活を充実させるのも、全て

は自分次第だと思う。このインターンシップを始めたのは学校のプログラムでもないし、

自分でオフィスを訪れて交渉した。それ以外でも、環境に任せず自分で色々やいたいこと

をするのが大事だと思う。２点目に、行きたい気持ちがあるなら行くことを決断してほし

い。留学に行きたくても資金面などでいけない理由はいくつかあると思う。ただ、それは

お金がないから行けないのではなく、本気で行きたくないから自らその理由を作り出して

いるだけだと思う。本当に行きたいなら僕のように何百万も借金して来るべきだと思う。

留学生活を充実させれば、その何百万もの自分への投資が将来何倍にもなって帰ってくる

はずである。 


